


　

地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者
や

し
ょ
う
が
い
者
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
市
民
が
尊
重
さ
れ
、

お
互
い
に
理
解
し
あ
い
、
協

働
し
て
共
に
支
え
あ
い
ふ
れ

あ
い
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
目
標
に
各
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

　
　

地
域
福
祉
推
進
事
業

　
○
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

　

地
域
住
民
自
身
や
福
祉
関
係

機
関
等
が
互
い
に
連
携
し
、
進

む
べ
き
方
向
性
を
共
有
し
、
地

域
住
民
・
団
体
・
組
織
が
地
域

福
祉
推
進
の
役
割
を
担
っ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
『
地
域

福
祉
活
動
計
画
』
の
策
定
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
い
、
地
域
・

団
体
の
役
割
や
協
働
が
よ
り
明

確
化
さ
れ
実
効
性
の
あ
る
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

地
域
福
祉
活
動
支
援

　
○
地
区
社
協
支
援
事
業

　

地
区
社
協
（
福
祉
の
会
）
は

地
域
福
祉
推
進
の
基
盤
組
織
で

あ
る
と
と
も
に
、
住
民
自
身
に

よ
る
活
動
の
場
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
・
課

題
に
応
じ
た
住
民
主
体
の
地
域

福
祉
活
動
の
推
進
を
目
的
と
し

て
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
福
祉
委
員
支
援
事
業

　

福
祉
委
員
を
支
援
し
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
小
地
域

福
祉
活
動
が
実
践
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
見
守
り
活
動
推
進
事
業

（
避
難
支
援
・
見
守
り
支
え
あ
い
事
業
）

　

高
齢
者
、
し
ょ
う
が
い
者
世
帯
な
ど
、

地
域
で
見
守
り
の
必
要
な
要
援
護
者
に
対

す
る
近
隣
住
民
の
見
守
り
体
制
を
推
進
し

ま
す
。

○
災
害
支
援
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
連
携
し
、

災
害
時
に
お
け
る
被
災
者
救
援
活
動
や
地

域
全
体
の
復
興
に
つ
な
が
る
活
動
が
効
果

的
か
つ
迅
速
に
行
え
る
よ
う
、
平
常
時
か

ら
情
報
交
換
や
相
互
研
修
、
防
災
活
動
等

を
行
い
、
共
通
理
解
と
連
携
を
深
め
ま
す
。

○
ふ
れ
あ
い
電
話
事
業

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
に
対
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
電
話
で
の
友
愛
活
動

や
安
否
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

○
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
支
援
事
業

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体
と
な
り
、

地
域
で
の
交
流
機
会
が
希
薄
に
な
り
が
ち

な
要
援
護
者
等
が
気
軽
に
集
ま
る
こ
と
の

で
き
る
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
広
報
・
啓
発
活
動

　

福
祉
関
係
の
情
報
や
社
協
事
業
の
取
り

組
み
を
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
、
市
民
の
福
祉
に
対
す
る
理
解
と
関
心

を
深
め
ま
す
。

○
福
祉
活
動
団
体
の
支
援

　

市
内
で
活
動
す
る
福
祉
団
体
の
育
成
と

活
動
の
促
進
を
図
り
、
地
域
の
福
祉
向
上

に
努
め
ま
す
。

○
共
同
募
金
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
一
環
と
し

て
、
地
域
住
民
や
福
祉
関
係
者
・
団
体
の

協
力
の
も
と
、
新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期

に
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
地
域
の

た
す
け
あ
い
・
支
え
あ
い
の
活
動
を
広
げ

ま
す
。

○
し
ょ
う
が
い
者
等
交
流
事
業

　

地
域
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
社
会
参
加
と
余
暇
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

　

・
長
浜
市
療
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

・
し
ょ
う
が
い
者
余
暇
支
援
事
業

　

・
し
ょ
う
が
い
児
者
保
護
者
交
流
事
業

　

・
元
気
ク
ラ
ブ
事
業

○
子
育
て
支
援
事
業

　

地
域
全
体
で
地
域
に
住
む
子
ど
も
や
子

育
て
世
帯
を
見
守
り
、
共
に
育
て
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
と
子

育
て
支
援
活
動
団
体
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

　

・
お
も
ち
ゃ
図
書
館

　

・
冒
険
遊
び
場
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

　

・
子
育
て
家
庭
支
援
事
業

○
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い
事
業

　

介
護
者
を
対
象
に
、
学
習
会
や
交
流
を

通
じ
て
介
護
技
術
の
向
上
と
精
神
的
な
負

担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

○
ふ
れ
あ
い
備
品
購
入
助
成
事
業

　

自
治
会
に
対
し
、
地
域
交
流
に
必
要
な

備
品
の
整
備
を
行
い
、
地
域
活
動
・
住
民

活
動
の
活
性
化
、
住
民
相
互
の
交
流
促
進

を
進
め
ま
す
。

○
ふ
れ
あ
い
用
具
貸
出
事
業

　

地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
団
体
が
行

う
地
域
行
事
に
対
し
て
、
必
要
な
備
品
や

器
具
を
貸
出
し
ま
す
。

○
福
祉
用
具
・
介
護
用
車
両
貸
出
事
業

　

福
祉
用
具
を
必
要
と
す
る
方
に
対
し
、

車
イ
ス
等
を
貸
し
出
し
、
在
宅
で
の
生

活
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
外
出
支
援

と
し
て
福
祉
車
両
を
貸
し
出
し
ま
す
。

○
社
会
福
祉
大
会
・
社
会
福
祉
功
績
者
表
彰

　

社
会
福
祉
の
推
進
・
向
上
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
す

る
と
と
も
に
、
講
演
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
紹
介
を
通
じ
て
福
祉
に
対
す

る
理
解
を
深
め
ま
す
。



○
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
支
援
事
業

　

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
を
実
施
し
、
地
域
課
題
に
対
す
る
認

識
の
向
上
と
地
域
住
民
の
交
流
促
進
を
目

指
し
ま
す
。

○
福
祉
出
前
講
座

　

専
門
知
識
を
持
っ
た
講
師
を
派
遣
す
る

こ
と
に
よ
り
、
社
会
福
祉
の
啓
発
と
地
域

福
祉
事
業
に
対
す
る
住
民
の
理
解
を
深
め

ま
す
。

生

活

相

談

支

援

　
○
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
た
め
権
利
侵
害

を
受
け
や
す
い
認
知
症
、
知
的
し
ょ
う
が

い
、
精
神
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
に
対
し

て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
、
日
常

の
金
銭
管
理
、
書
類
の
保
管
な
ど
を
行
い
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

○
成
年
後
見
事
業

　

本
会
が
成
年
後
見
人
、
保
佐
人
、
補
助

人
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
本
人
の
権
利
擁

護
を
図
り
ま
す
。

○
よ
ろ
ず
相
談
事
業

　

市
民
の
心
配
ご
と
に
対
す
る
相
談
窓
口

を
設
置
し
、
適
切
な
情
報
の
提
供
に
努
め
、

信
頼
感
と
親
し
み
の
あ
る
相
談
窓
口
の
運

営
に
努
め
ま
す
。

○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　

低
所
得
世
帯
、
し
ょ
う
が
い
者
世
帯
等

に
対
し
て
、
そ
の
目
的
に
応
じ
た
資
金
の

貸
付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
経
済
的
自
立

や
生
活
意
欲
の
促
進
、
在
宅
福
祉
や
社
会

参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
た
す
け
あ
い
資
金
貸
付
事
業

　

低
所
得
者
世
帯
に
対
し
、
生
活
維
持
に

必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
、
一
時
的
な
生

活
困
窮
を
回
避
し
、
安
定
し
た
生
活
を
支

援
し
ま
す
。

○
緊
急
食
料
給
付
事
業

　

緊
急
か
つ
一
時
的
に
生
活
困
窮
と
な
っ

た
世
帯
に
対
し
、
食
糧
品
を
給
付
し
ま
す
。

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

支

援

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
、
住
民

参
画
に
よ
る
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
り
、

活
動
に
関
す
る
相
談
、
情
報
・
資
料
の
提
供
、

講
座
の
開
催
や
活
動
に
対
す
る
啓
発
を
行

い
ま
す
。

○
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
体
制
整
備
事
業

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
体
制

整
備
を
図
り
、
啓
発
を
行
う
こ
と
で
地
域

住
民
の
災
害
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
福
祉
教
育
推
進
事
業

　

福
祉
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
思
い

や
り
の
心
を
育
て
る
た
め
、
身
近
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
福
祉
活
動
体
験
を
通
じ

た
福
祉
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

○
多
文
化
交
流
サ
ロ
ン
事
業

　

市
内
に
在
住
の
外
国
の
方
々
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
交
流
・
活
動
を
支
援
し
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
サ
ロ
ン
交
流
の
中
で
発

展
を
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

地

域

介

護

支

援

事

業

○
生
活
機
能
低
下
予
防
教
室
「
ひ
ま
わ
り
」

　

生
活
機
能
低
下
の
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者

等
に
対
し
、
外
出
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
心
身
の
運
動
機
能
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

○
転
倒
予
防
教
室

　

下
肢
筋
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
教
室

を
各
地
域
で
開
催
し
ま
す
。

○
家
族
介
護
教
室

　

介
護
方
法
や
介
護
予
防
に
関
す
る
こ
と
、

介
護
者
自
身
の
健
康
づ
く
り
等
に
お
い
て

の
知
識
や
技
術
が
習
得
で
き
る
教
室
を
開

催
し
、
要
介
護
高
齢
者
の
在
宅
生
活
が
継

続
・
向
上
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

○
介
護
あ
ん
し
ん
窓
口
の
運
営（
東
部
・
北
部
）

　

介
護
に
関
す
る
相
談
や
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
窓
口
と
し
て
、

地
域
住
民
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

在

宅

介

護

事

業

　
○
居
宅
介
護
支
援
事
業

　

介
護
認
定
を
受
け
た
方
に
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
の
作
成
と
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と

の
連
絡
調
整
を
行
い
、
安
心
し
て
在
宅
で

生
活
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
訪
問
介
護
事
業

　

身
体
介
護
や
生
活
援
助
な
ど
、
心
身
の

状
況
に
応
じ
て
在
宅
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
訪
問
入
浴
介
護
事
業

　

自
宅
の
浴
槽
で
入
浴
が
困
難
な
方
に
、

入
浴
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
通
所
介
護
事
業

　

機
能
訓
練
や
入
浴
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
心
身
機
能
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
者
の
身
体
的
・
精
神
的
な
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

○
地
域
密
着
型
介
護
事
業

　

身
近
な
地
域
の
中
で
生
活
が
継
続
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
ま
す

　

・
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

　

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

○
事
業
継
続
計
画
に
関
す
る
取
り
組
み

　

緊
急
時
の
人
命
の
安
全
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
継
続
や
再
開
・
福
祉
避
難
所
の

開
設
・
要
援
護
者
支
援
等
へ
の
対
応
を
事

前
に
計
画
し
、
具
体
的
な
訓
練
・
備
蓄
品

の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
事
業
に
反
映
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

指
定
管
理
事
業

○
福
祉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理

　

各
福
祉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
運
営
を

行
い
、
福
祉
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
も
つ
様
々

な
機
能
を
充
実
さ
せ
、
地
域
住
民
の
福
祉

活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
管
理

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

を
行
い
、
事
業
の
推
進
と
施
設
機
能
の
有

効
な
活
用
に
努
め
ま
す
。

会

務

の

運

営

○
理
事
会
の
開
催

○
評
議
員
会
の
開
催

○
監
事
会
の
開
催

団　

体　

事　

務

○
共
同
募
金
会
長
浜
支
会

○
日
本
赤
十
字
社
長
浜
市
地
区



 
 
 
 
 
　地域福祉活動を推進されている団体（自治会、サロン、ボランティア団体）を対象に、
地域行事で活用できる備品の貸出を行っています。
　より多くの地域の皆さんにご使用いただけるよう、１つの行事で借りていただけるのは
１団体２台までとなります。

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

各センターで在庫する備品は異なっています。また、運搬については借用者ご自身でお願いします。
使用時の不注意により紛失や破損があった場合には、弁償いただくことがあります。地域の皆さんに
長くご利用いただけるように、丁寧にご使用いただき、綺麗に清掃の上返却してください。 
なお、企業や営利を目的とする活動及び、個人への貸出は行っておりません。 

 

 
 
 

■使用料： 無料（材料等は各自ご用意ください。）  

■申 込： 貸出を希望される日の３カ月前から受付。 

（土日祝の場合はその前日） 

ただし、お盆期間の受付は下記参照のこと。 

■申込先： 長浜市社協 各センター窓口 

申請書記入の際、印鑑を忘れず持参ください。
 

★ レクリエーションゲーム 

輪投げ、ストラックアウト、コーンボウル、玉入れ、グラウンドゴルフ、ダーツ など… 

★ テーブルゲーム  

オセロ、カロム、ソフトチーズボード、カルタ（回想法、美空ひばり、昭和スター）など…

   

★ イベント用品  

ビンゴゲーム、ハンドベル、布絵本、金魚すくい用水槽、着ぐるみ、サンタ衣装、映写機 

 
プロジェクター、スクリーン、マイク、カラオケ、テント、パイプ椅子、長机 など… 

 ★ 調理道具   

 綿菓子機、ポップコーン機、かき氷機、たこ焼き機、クレープ焼き機、網焼き機、串焼き機 

 鉄板焼き機、ガス炊飯器、大鍋、冷茶器 など… 

 

 

右記の日程より、先着順にて受付をさせていただきます。 
当日は午前８時３０分から受付を開始しますが、開始時に 
申込者多数の場合は抽選により決定させていただきます。 
（電話での受付は不可） 

右記の受付開始日に、貸出を希望されるセンターへ直接 
お越しください。（印鑑を必ずご持参ください。） 

 
【 お問い合わせ 】 
長浜センター 地域福祉課（� ６２ー１８０４） 
又は、社協 各センターまで 

地蔵盆期間（８月１７日～２５日）の受付について 



【５】

 
 

　ひとり暮らしの高齢者や、昼間にお一人で自宅におられる高齢者の方などに、
必要に応じて安否確認を兼ねた電話をボランティアの方にかけていただく事業
を実施しています。お話をすることで元気が出たり不安が解消したりと、日常
生活を少しでも元気で安心して送っていただくことを目的にしています。 

〔対　象　者〕 ６５歳以上のひとり暮らし高齢者の方などでふれあい電話を希望する人  

〔実施日時〕 毎週水・木曜日　午前１０時～１１時５０分        

　　　　　　　　　　　（ただし、祝日・盆・年末年始は除く）  

〔実　施　者〕 ふれあい電話ボランティア協力団体等  

〔お問い合わせ先〕 長浜市社会福祉協議会 地域福祉課            

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長浜センター　　電話：６２ー１８０４            

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木之本センター　電話：８２ー５４１９  

 
 

  

　赤十字は「人道・公平・中立・独立・奉仕・単一・世界性」という７つの
普遍的な原則（赤十字の基本原則）のもとに、世界最大のネットワークを持っ
て活動する人道機関です。国の内外で行っている日本赤十字社のさまざまな
活動は、赤十字の社員になった方や、寄付者の方々に支えられています。皆
さまから寄せられた活動資金は、日本はもとよりアジアやアフリカなど世界
中で、人々の生命や健康と尊厳を守る赤十字の活動をまかなっています。日
本赤十字社滋賀県支部長浜市地区では、継続した活動を行うため、その目的
や活動に賛同して活動資金にご協力いただく方々の募集をお願いしております。ご支援よろしくお願いいた
します。本年も５月を中心に「赤十字運動月間」を展開します。赤十字奉仕団・自治会等を通じて社資の
お願いをさせていただいておりますので、一層のご理解とご協力をお願いいたします。 

　　　　　　　　　　　お問い合わせ：日本赤十字社滋賀県支部 （電話 077-522-6758） 

 

  在宅で介護をしている方のリフレッシュや情報交換、交流のつどいです。 
  

 

 



 市内の自治会程度の小地域で、サロンを開催する団体（ボランティア・自治会・福祉委員会等）  

   

全地域住民を対象とするが、特に高齢者の方やしょうがいのある方、子育て中の親子の方など  

 

 
 

 
 

 

 

その他のボランティア団体も募集をされている場合がありますのでお問い合わせください。 

団体名 活動場所 活動日 活動内容 

ハッピーベル 浅井センター 毎月第３木曜日午後 ベルマーク分類活動 

デイサービス 各デイサービス 月～土 午前 お茶出し・レク手伝い 

 

「ともしび」より　　　　　　「点とうむし」より
  

点点字は視覚しょうがい者が、
文字を読んだり、書いたりす
るために使う文字です。 
点字はたて３点、よこ２点の
六つの点の組み合わせからな
る音標文字です。 

地域において高齢者・しょうがい者・子供など、す
べての地域住民を対象にともにふれあえるサロンの
支援を行う。ふれあいサロン事業は、誰もが住みな
れた地域でいつまでも安心して暮らしていけるよう
世代間の交流をすすめ、福祉に対する理解や関心を
深め、地域住民同士のたすけあい・支えあいの輪を
広めることを目的に開催します。

新規 １年目の団体・・・・・４月１日から１１月３０日まで
継続 ２年目以降の団体・・・５月３１日まで



 

♡ボランティアセンター♡電話６２－１８０４♡長浜市高田町１２－３４♡ボランティアセンター♡電話６２－１８０４♡

 
 
      

 
★助成の対象 

長浜市社会福祉協議会ボランティアセンターに登録しているボランティア団体 

★助成額 

１団体４０，０００円を上限とし、長浜市社会福祉協議会の予算の範囲内で助成 

★助成事業に対する内容 

登録ボランティア団体（自治会を単位とし自治会員のみの活動、PTA等学校単位の
みの活動を対象とするグループは除く）の活動で次のいずれかに該当する内容

 

 
  （１）活動が先駆的で、他の模範となる内容のもの 
  （２）今日のニーズに対応した内容で、継続性のあるもの 
  （３）現在の活動の拡充につなげられるもの 

  （４）その他、現在の活動を継続するもの 
 
☆ボランティア団体助成金交付要綱に 

準じ助成を行う
 ★受付期間 

  
平成２５年５月１５日(水)～５月３１日(金) 

 ★受付場所 
  長浜市ボランティアセンター

 
 
   各センター窓口 

＊施設の名称を平成２５年度より変更しています。 

グループ支援 
ボランテイア団体等支援 

ボラ
活

住　　所 

高 田 町 １ ２ ー ３ ４ 

内 保 町 ４ ８ ０ ー ３ 

難 波 町 ４ ８ ３ 

宮 部 町 ３ ４ ４ ５ 

湖北町速水１８６０ 

高月町西物部７３ー１ 

木之本町田部６４７ー１ 

余呉町中之郷２４３ 

西浅井塩津浜１７９５ 

施　　設　　名

長 浜 社 会 福 祉 セ ン タ ー 

浅 井 福 祉 セ ン タ ー 

びわデイサービスセンター 

保 健 セ ン タ ー 虎 姫 分 室 

湖北デイサービスセンター 

高 月 福 祉 ス テ ー シ ョ ン 

木之本福祉ステーション 

余 呉 福 祉 ス テ ー シ ョ ン 

西浅井デイサービスセンター 

　各社協窓口 

長浜センター
（ボランティアセンター） 

浅井センター 

びわセンター 

虎姫センター 

湖北センター

高月センター 

木之本センター 

余呉センター 

西浅井センター 

　電　　話

62 - 1 804

74 - 8 200

72 - 4 399

73 - 2 656

78 - 2 144

85 - 5 700

82 - 5 419

86 - 8 109

88 - 8 181



   

　
　
　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
始
め
ら
れ
た
の
で

　
　
　

す
か
？

丸
岡
勢
子　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
方

な
ど
の
、
見
守
り
が
必
要
な
方
の
情
報
を
集
め
る
際
、
赤

十
字
奉
仕
団
の
方
々
を
中
心
に
情
報
を
集
め
る
ア
ン
テ
ナ

役
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私
も
友
愛
訪
問
は
も
ち

ろ
ん
、
サ
ロ
ン
へ
の
積
極
的
な
参
加
や
声
か
け
を
心
が
け

ま
し
た
。
と
は
言
え
、
ア
ン
テ
ナ
役
の
方
に
は
何
の
責
任

も
あ
り
ま
せ
ん
。「
夜
に
灯
り
が
見
え
な
い
時
は
連
絡
し

て
ね
」
と
か
、「
い
つ
も
の
状
態
と
違
う
よ
う
に
感
じ
た

時
に
は
連
絡
し
て
ね
」
等
と
お
願
い
し
て
い
る
だ
け
で
す

か
ら
、
反
対
に
「
○
○
さ
ん
は
ど
う
し
て
お
ら
れ
る
」
と

聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い
く
ら
い
で
す
。

　
『
こ
れ
で
は
し
っ
か
り
見
守
れ
な
い
！
』
と
感
じ
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、
一
人
に
対
し
て
一
〜
三

人
の
見
守
り
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
お
願
い
し
ま
し
た

（
見
守
り
隊
）。
こ
の
方
々
に
は
、
対
象
の
お
宅
を
時
々
訪

ね
て
も
ら
っ
た
り
、
助
け
が
必
要
な
時
に
手
を
貸
し
て
も

ら
っ
た
り
、
緊
急
時
の
援
助
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

見
守
り
隊
の
丸
岡
幸
子
さ
ん
と
八
木
保
子
さ
ん
、
そ
し

て
、
現
在
は
施
設
に
入
所
さ
れ
ま
し
た
が
、
以
前
こ
の
二

人
に
見
守
れ
ら
れ
て
い
た
八
木
栄
子
さ
ん
に
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　
　
　

見
守
り
隊
に
な
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

丸
岡
幸
子　

あ
ら
た
め
て
見
守
る
と
い
う
よ
り
、
も
と
も

と
隣
同
士
仲
良
く
し
て
い
た
の
で
引
き
受
け
ま
し
た
。
お

嫁
に
来
た
時
か
ら
何
か
あ
っ
た
ら
「
栄
子
さ
ん
、
栄
子
さ

ん
」
と
気
軽
に
お
付
き
合
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

八
木
保
子　

隣
近
所
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
私
に
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
い
、
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

湖
北
町
延
勝
寺
自
治
会
で
行
わ
れ
て
い

る
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
に
対
す
る

見
守
り
活
動
に
つ
い
て
、
民
生
委
員
児
童

委
員
の
丸
岡
勢
子
さ
ん
と
、
見
守
り
隊
の

丸
岡
幸
子
さ
ん
、
八
木
保
子
さ
ん
、
ま
た
、

最
近
ま
で
ひ
と
り
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
た

八
木
栄
子
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

延
勝
寺
自
治
会
は
人
口
三
二
四
人
、
九

十
五
世
帯
、
西
に
琵
琶
湖
、
北
に
山
本
山
、

田
畑
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か
な
地
域
で
す
。

　

丸
岡
勢
子
さ
ん
は
、
平
成
十
九
年
十
二

月
か
ら
民
生
委
員
児
童
委
員
に
着
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
時
、
自
治
会
長
の
理
解
が
あ
り
様
々

な
情
報
提
供
を
受
け
ら
れ
、
そ
の
積
極
性

と
行
動
力
か
ら
赤
十
字
奉
仕
団
さ
ん
や
地

域
の
方
た
ち
の
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
そ
の
地
道
な
活
動
が
発
展
し
、

自
治
会
内
に
「
見
守
り
隊
」
を
組
織
さ
れ
、

要
援
護
者
の
見
守
り
活
動
を
、
そ
の
近
隣

住
民
の
協
力
の
も
と
に
実
践
さ
れ
て
い
ま

す
。



　
　
　

日
頃
の
見
守
り
と
し
て
ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い    
　
　
　

ま
し
た
か
？

八
木
保
子　

家
の
中
か
ら
、
栄
子
さ
ん
の
家
の
灯
り
が
見

え
る
の
で
、
電
気
が
灯
い
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
灯
り
が
見
え
た
時
に
は
、
ち
ょ
っ
と

様
子
を
見
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
電
気
が
消
え
た

時
は
、
今
日
は
も
う
休
ま
れ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
新
聞
受
け
も
見
え
る
の
で
、
新
聞
を
取
り
に
来
ら

れ
た
か
ど
う
か
の
確
認
を
し
て
い
ま
し
た
。
た
ま
に
新
聞

が
あ
っ
た
場
合
は
、
新
聞
を
持
っ
て
様
子
を
見
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。

丸
岡
幸
子　

私
も
自
分
の
家
の
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
る
時
に
、

家
が
見
え
る
の
で
様
子
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
台

風
が
来
た
時
な
ど
は
、
戸
を
閉
め
に
行
っ
た
り
も
し
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
見
守
り
役
を
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
平
然
気
楽
に

姉
妹
以
上
の
付
き
合
い
を
し
て
い
た
の
で
、
気
に
掛
け
る

こ
と
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
い
つ
も
の
当
た
り
前
の

こ
と
で
し
た
。

丸
岡
勢
子　

ず
っ
と
の
隣
近
所
の
付
き
合
い
の
中
で
、
買

い
物
の
時
に
つ
い
で
に
食
料
品
な
ど
を
買
っ
て
き
た
り
、

薬
を
代
わ
り
に
も
ら
っ
て
き
た
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

丸
岡
幸
子　
　

こ
の
見
守
り
活
動
は
、
特
別
な
活
動
と
は

思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
電
気

や
カ
ー
テ
ン

を
確
認
す
る

の
は
、
毎
日

の
癖
の
よ
う

な
も
の
で
す
。

八
木
栄
子　

ベ
ッ
ト
か
ら

降
り
て
、
電

気
を
消
し
た

り
ス
ト
ー
ブ

を
消
し
た
り
す
る
時
、

ベ
ッ
ト
に
上
が
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
電

話
し
て
助
け
て
も
ら
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

丸
岡
勢
子　

そ
の
こ
と

で
、
以
前
ス
ト
ー
ブ
の

前
で
上
が
れ
な
く
な
っ

て
お
ら
れ
火
傷
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

八
木
栄
子　

そ
れ
以
降
、

こ
の
二
人
が
毎
日
九
時

に
な
る
と
電
気
と
ス

ト
ー
ブ
を
消
し
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　

見
守
り
を
し
て
い
て
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た 

　
　
　

か
？

丸
岡
幸
子　

保
子
さ
ん
と
二
人
や
で
、
見
守
り
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。
一
人
だ
と
出
来
な
か
っ
た
。

八
木
保
子　

二
人
だ
と
安
心
で
き
ま
す
。

丸
岡
勢
子　

難
し
い
事
を
し
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、
日

常
生
活
の
中
で
ち
ょ
っ
と
目
を
向
け
て
も
ら
う
こ
と
が
見

守
り
と
し
て
大
事
な
こ
と
で
す
。

　
　
　

見
守
り
隊
は
心
強
い
味
方
で
す
ね

八
木
栄
子　

親
元
が
遠
方
で
、
息
子
や
娘
も
体
調
が
悪

か
っ
た
り
で
、
私
は
こ
の
二
人
に
支
え
ら
れ
て
、
こ
こ
ま

で
き
ま
し
た
。

丸
岡
幸
子　

息
子
さ
ん
や
娘
さ
ん
も
、
帰
り
た
く
て
も
帰

れ
な
い
時
も
あ
り
、
近
く
で
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

に
、
あ
り
が
た
が
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
と
し
て
も
、
一
人
で
住
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
は

心
配
な
こ
と
で
、
日
頃
の
様
子
は
聞
く
け
ど
毎
日
は
顔
を
出

せ
な
い
の
で
、
見
守
り
隊
の
人
た
ち
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

丸
岡
勢
子　

栄
子
さ
ん
は
お
店
を
し
て
お
ら
れ
て
、
地
域

に
対
し
て
社
交
的
な
方
な
の
で
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
ご

近
所
に
対
し
て
距
離
を
置
か
れ
て
い
る
方
、
周
り
と
の
関

係
が
薄
い
方
へ
の
見
守
り
が
課
題
で
す
。

　

ま
た
、
ご
家
族
が
お
ら
れ
て
も
、
昼
間
は
一
人
と
い
う

高
齢
者
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
課
題

と
向
き
合
い
、
少
し
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
に
、
自
治
会
長
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
細
か
く
区
分
け
し
た
組
内
等

で
見
守
っ
て
い
く
と
見
守
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
お
互
い
が
お
互
い
を
支
え
合

え
る
隣
近
所
で
あ
り
た
い
で
す
。



たくさんのおもちゃがあります。  

広々とした場所でのびのびと遊びましょう。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 場 木之本 会場 虎姫 会場 

場 所 木之本センター  

   木之本町千田５３ 

虎姫センター
（木之本福祉ステーション内） （保健センター虎姫分室内）

 

     宮部町３４４５  

日 時 毎週 月曜日 
午前９:３０～１１:３０  

毎月 第２・３水曜日
午前９:３０～１１:３０  

参加費 無  料 無  料 

問合せ ８２ー５４１９ ７３ー２６５６ 

 

平成２５年度ふれあい備品購入助成事業 
 

 　自治会等の交流活動の推進、地域福祉の推進を
すすめる上で必要となる備品の購入に対して、共
同募金配分金より助成をおこないます。 

備品購入費の３分の２ 
（ただし、５０，０００円を限度とする。） 
自治会 
（平成18年度以降本助成を受けていない自治会）

平成２５年５月１日（水）～３１日（金） 迄   

３０自治会
（申込多数の場合は配分を受けていない自治会を
優先し、抽選により決定させていただきます。） 

助　成　額

対　　　象

募 集 期 間

助成対象数

 

◆◆ 申込・問い合わせ先 ◆◆ 
長浜市社会福祉協議会 

地域福祉課 TEL ６２-１８０４
 

 
赤い羽根共同募金配分事業

 

自治会備品の購入を助成します 

常勤嘱託職員  募 集 
★介護支援専門員・・・３名 
　１．勤務場所 居宅介護支援事業所 ５事業所 

　２．給与等 （採用時） 月額１９０，６００円 

★デイサービスセンター看護師・・・２名 
　１．勤務場所 デイサービスセンター等 １１事業所 

　２．給与等 （採用時） 月額２１２，６００円 

◇詳細は当会ホームページにて掲載 

　（問い合わせ先）総務課・介護事業課 TEL ７８-８２９４ 

  

よろず相談は、市民の皆様の身近な相談機関として
日常の困りごと、心配ごとの相談に応じています。
相談内容は秘密厳守ですのでお気軽にご相談ください。
どこの会場でもご相談いただけます。 

地域 相談日 時 間 場  所 

長浜 
毎週月・火・水・金曜日

毎週木曜日

 

 

午後１時～４時
午前９時～正午

 

 
長浜市社会福祉センター 

※上記日時なら電話での相談も可能です。電話６３ー４８１１ 

浅井 毎月第１金曜日 

午前９時

～正午 

浅井福祉センター 

びわ 毎月第１火曜日 びわ高齢者福祉センター 

虎姫 毎月第１月曜日 保健センター虎姫分室 

湖北 毎月第４水曜日 湖北福祉ステーション 

木 之 本 毎月第４木曜日 木之本福祉ステーション 

高月 毎月第２水曜日 
午後１時 

　～４時 

高月福祉ステーション 

余呉 毎月第１金曜日 保健センター余呉分室 

西 浅 井 毎月第２火曜日 保健センター西浅井分室 

    

毎月第４木曜日 午後１時～午後４時 長浜市社会福祉センター 

予約制ですので事前に申し込みが必要です。　電話 

 

よよ    ろろ    ずず    相相    談談  

法   律   相   談 

  

６２ー１８０４



・おくだ医院
・神前東自治会
・ハウジング光正�
・�エムズ
・速水自治会
・㈳長浜市シルバー人材センター
・�モミヤマモータース
・メグミ�
・ヘアーサロン　Treasure
・相撲アグリ　グリーンファーム
・ＪＡ北びわこ　女性部
・滋賀近交運輸倉庫�
・一麦保育園
・特非）学びの里　湖北
・神照幼稚園
・シバタプロセス印刷�
・勝町願徳寺仏教婦人会
・長浜梅香保育園
・長浜セレモニー�
・丹部　正道
・田根小児童会
・田中婦人会
・ホテルＹｅｓ長浜　駅前館
・長浜キャノン�

・二宮　としえ
・エスジーエスエンジニアリング�
・長浜第一地区民生委員児童委員協議会
・市立長浜病院　職員
・南郷里民生委員児童委員協議会
・岩崎　優佑
・前川　信子　　
 松村　美千代　　
 仙石　桂子　　
 村岡　眞理子
・分木町自治会
・レーク伊吹農業協同組合女性部
・北郷里つくし会
・橋本　真由美
・長谷川　利美
・三菱樹脂�長浜・浅井工場
・匿名
・虎姫小学校
・三谷　敏子
・橋本クリーン産業�
・北村　隆
・長浜葬祭ソニアホール
・長浜ロイヤルホテル
・新江州�

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

長浜東郵便局長夫人会　さざなみ会
熊谷　利夫
滋賀県グラウンド・ゴルフ協会　会長　國松　嘉仲
宮戸　利雄
消費学習研究会余呉支部
浄光寺仏教婦人会
匿名
白ゆりグループ

 
ボランティアグループ　元気びわ湖
明治安田生命長浜営業所
七郷小学校　５年生
�ダイナム
匿名
匿名
�松井商店 
下村　博史 
ともしび会 
匿名 

タオル
車椅子
車椅子

竹トンボ　１００本
リユース古布
ウエス

折りたたみ傘　サランラップ

雑巾　タオル　バスタオル　ティッシュ　粉石鹸　石鹸　布団カバー・シーツ
敷毛布　ハンドタオル　ハンカチ（箱入り）　ガーゼハンカチ　入浴剤

血圧計　１個　電子体温計　２個
タオル　１００本
米　３０�

日用品・玩具一式　１６４点
タオル
布団２組

シーツ　４０枚
おむつ

点訳絵本　６冊
おむつ　フルーツ

・
・
・
・
・
・
・
・
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　受　 　 付　 　 日

平成 25 年 1月 17 日

1月 28 日

2月 26 日

3月　5日

3月 19 日

　　　　　　名　　　　　　　前

長浜市成人を祝うつどい実行委員会

自由民主党西黒田支部

藤居　潤

森　實

虎姫小学校 PTA

金　額（円）

16,750

100,000

10,000

2,000

30,000

　受　 　 付　 　 日

平成 25 年 3月 19 日

3月 21 日

3月 26 日

4月　5日

4月 17 日

　　　　　　名　　　　　　　前

琴城流大正琴東柳野・猫口教室

NPO法人 花と観音の里

虎姫小学校 

匿名 

平成 25 年長浜曳山祭出番山組 

永原仏教会
昭和１２年竹生小学校入学一同
延勝寺婦人会
藤田　治彦
大阪ガスサービスショップナカジマ 
粟谷正道　徳圓寺檀中一同 
郷土資料館　無事かえる（蛙） 
�高岸商店
豊田　憲二
黒田ボランティア　代表　髙橋　美津代
長浜市高月赤十字奉仕団 
中川　彰 
長浜センター窓口募金箱 
映画「うまれる」長浜上映実行委員会 
ワークマン長浜店 
匿名（３件） 

５０,０００
１８,１１０
３７０,００１
１,０００
３９,７５０
１００,０００
６１,７１７
４,５４２
２１,０８６
１７,４６１
２００,０００
５０,０００
１５,０００
１６,６０９
６,７６８
４３,０００



　サロン運営ボランティアさんたちを対象に、スキルアップ講座を開
催しました。 講師の栗木先生の楽しくも身に覚えのあるお話に、会場
は笑いが絶えませんでした。 「何事もハードルを上げ過ぎない、細く
長くやっていきましょう」という言葉もいただき、これからの活動の
エネルギーとなりました。 
　【お問い合わせ】　神照地区社会福祉協議会（神照公民館内） 
　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ６２ー０２６５ 

　３月１０日（日）長浜地区社会福祉協議の主催により、いきいき体験講
座「豆腐づくり体験講座」を開催しました。
　地区内の老舗豆腐店「一富士商会」の草野さんの指導のもと、店舗をお
借りし、本格的な豆腐づくりを体験しました。当日は地区内の子ども、大
人の多くの皆さんに参加をいただき、初めて体験する匠の技と、できたて
の豆乳や厚揚げに舌鼓を打ち充実した時間を過ごしていただけることがで
きました。

【お問い合わせ】　長浜地区社会福祉協議会　（長浜市社会福祉センター内）
　　　　　　　　　ＴＥＬ　６２ー１８０４

　高月地区では、福祉推進員を各自治会から選
任いただき、地区社協会長が委嘱しています。
（平成２５年４月１日から２年任期）
　３月７日（木）には、就任に先立ち、福祉推
進員の役割について、高島市社協の井岡氏を講
師に招き研修会を開催しました。
　グループワークでもいろんな情報交換ができ
ました

【お問い合わせ】
　高月地区社会福祉協議会
　　　　　　　（高月福祉ステーション内）　　
　　　　　　　　　　ＴＥＬ　８５ー５７００

　湖北ボランティア連絡協議会主催による「ボラン
ティア認知症研修」が平成２５年３月８日（金）と
１４日（木）に開催されました。
　特別養護老人ホーム伊香の里の宮川和彦施設長よ
り１日目「認知症の基礎知識と初期症状への気づき」、
２日目「認知症高齢者の接し方と認知症予防」と題
し講義いただきました。今後さらに進む高齢化で、
ボランティア活動の中でも認知症の方と接する機会
が増えると言われ、受講者のみなさんも真剣に受講
され非常に有意義な研修となりました。

【お問い合わせ】　
　湖北福祉の会（湖北デイサービスセンター内）
　　　　　　　ＴＥＬ　７８ー２１４４
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